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○１０月２２日～ 

 

 大きく下げた株価も先週は停滞した動きとなりました。 

反発が弱いような感じもあるので、底抜けには注意したいと思います。 

ＮＹダウが不安定な動きを続ければリスク回避の流れがおさまりません。 

 １１月の米国の中間選挙を前に、しばらく神経質な動きが続く可能性もあります。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は株の下げと比べると通常の調整の範囲内の動きです。 

１１２円あたりで踏ん張っていますが１１１円台を維持できれば大丈夫そうです。 

 上値は、１１２．８円を超えると再度１１４円をトライする可能性も。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も先週は下落しました。 

底値が固まってくると反発の可能性もありそうです。 

株価の暴落にも関わらず、南アのランドやトルコのリラなども上昇に転じてきているよう

なので、新興国通貨の下げは落ち着いています。 

   

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では１０月東京都区部消費者物価指数などがあります。 

米国ではリッチモンド連銀製造業指数、新築住宅販売件数、米地区連銀経済報告（ベージ

ュブック）、耐久財受注、７－９月期ＧＤＰ（速報）、ミシガン大学消費者信頼感指数など

が発表されます。 

欧州ではドイツでＩＦＯ景況感指数、ユーロ圏で消費者信頼感指数、ＥＣＢ政策金利発表、

ドラギ（ＥＣＢ）総裁定例会見、ユーロ圏とドイツで製造業・サービス業ＰＭＩなどがあ

ります。 

ほかには、カナダとトルコで政策金利の発表などがあります。 


